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学校教育目標：きらり輝く 鳥海の子ども https://edu2.city.yurihonjo.lg.jp/chokai-es/

鳥 海 の 子
～明るく・かしこく・たくましく～

令和５年度 学校報 №１０ 文責 校長

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙだより

由利本荘市立鳥海小学校 令和５年 ６月１６日

６月１１日に梅雨入りが発表されました。どんよりした

空模様が多くなっていますが、子どもたちの朝はとても元

気です。各学級の畑の植物の生育状況が順調だからでしょ

うか。先日は、子どもたちに手招きされて自慢してもらい

ました。「(なす)花が咲いたんだよ、見て」「私のはキュウ

リの実がこんなに(10 ｃｍ程の大きさ）なってるよ」「○
○ちゃんのミニトマトはいっぱいなってるんだよ」「うわ

あ、私の葉っぱにアブラムシ付いてる」とそれぞれの野菜

の育ちの情報交換がにぎやかに行われていました。

校内授業研究会
～自分で考えたよ 「のこりはいくつ ちがいはいくつ」(一年生算数科)～
６月12日(月)に秋田県教育庁中央教育事務所由利出張

所から髙橋＊＊指導主事を迎えて、校内授業研究会を行

いました。入学から２ヶ月あまりの１４名の一年生が算

数「のこりはいくつ ちがいはいくつ」の学習で、絵の

情報に合わせてブロックを動かすことで､ひき算の意味や

表し方を理解する学習でした。午後の授業にも関わらず、

先生の問い掛けに一人一人がつぶやいたり、ブロックを

動かし始めたりするほど熱心な様子でした。絵を見て、

その条件を自分の言葉で整理した後にはひき算の式で友

達で情報交換することもできていました。自分のことだ

けでなく、友達と関わって学んでいる姿に日々の学習の成果が表れていました。

花いっぱい交通安全活動
鳥海町矢ノ本地区「植栽活動」プロジェクト

～四年生１８名も参加しました！！～
国道１０８号矢ノ本バイパスの景観美を図り、小

中学校の子どもたちと地域住民が連携して植栽活動

を行い、互いの協力する心と思いやりの心を育むこ

とを目的として、由利本荘地区交通安全協会川内支

部が主催となって行われている活動です。

６月１３日(火)に四年生１８名も、地域の交通安

全のためにと苗植えをしました。ベゴニアの苗植え

を経験している子どもたちなので、手つきもスムー

ズに作業できたようです。「交通安全」「花いっぱ

い」の看板とともに、四年生が植栽した花壇が鳥海地域の交通安全を促すことを願います。また、

由利本荘地区交通安全協会川内支部から、四年生の活動お礼と交通安全啓発のためにと、全校分

のボールペンをいただきました。先日、子どもたちに配付しております。
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鳥海地域
たんけん隊
～二年生 生活科学習

「どきどきわくわくたんけん」～

６月８日(木)には川内地区、１５日(木)には笹子地区へ

探検に出かけ、地域の建物を調べたり見つけたりしながら、

自分と地域との関わりを広げています。川内地区は、まい

ーれ・ももや・菜ランド・トレーニングセンターを調べる

チームと丸安商店・紫水館・鳥海保育園・鳥海駐在所・鳥

海支所を調べるチームに分かれての活動でした。各訪問先

１０分程度でしたが、目をキラキラさせて説明を真剣に聞

いて取材できたようです。笹子地区では、道の駅鳥海郷・

月山神社・笹子郵便局・由利本荘消防署笹子分署を調べま

した。２２日(木)には直根地区を調べる予定です。

全員の調べた結果のカードをまとめて、令和５年度版の

学区地図として生活科室に展示します。

熊の危険から守るため
熊よけの鈴をいただきました

６月４日(日)に起きた栗沢地区の熊出没を受けて、青少年

育成由利本荘市民会議鳥海支部から鳥海学習課を通じて全校

児童に熊よけ鈴の寄付がありました。ありがとうございます。

配付翌日の朝からは、あちらこちらでチリンチリンと鈴の

音が響き合っています。「熊を遠ざける」に納得する音の響き

です。もしも熊に遭遇した場合は以下のことにご留意ください。
○遠くにいることに気が付いたとき
落ち着いてその場から離れる（大声を出したり走って逃げたりしない）

○近くにいることに気が付いたとき
落ち着いてゆっくりその場から離れる(熊に背を向けずに熊を見ながらゆっくり後退)

○すぐ近くで出会ったとき
冷静に、あわてず、熊が立ち去ってからその場を離れる
(突然おそわれたら顔や頭をガードして大けがを避ける)
日々の子どもたちへの見守りにも感謝申し上げます。

((おしらせ))
教科書展示会

教科書展示会は、教科書の適

正な採択に資するため、教科

書発行法により設けられた制

度です。

関心のある方は、展示会に

足を運んでみませんか。

○期日 ６月１６日(金)～

７月１日(土)

※６／２７，６／３０を除く

○場所 かだーれ内

中央図書館

１階東側閲覧スペース

○時間 ９：３０～

１７：００

家庭学習でどんな力が付くのかな
今週は家庭学習強調週間でした。二年生以上の家庭学習ノートを日替わりで校長、教頭、教務主

任が点検したところ、４月に配付した「家庭学習の手引き」をもとにレベルアップをがんばり中な
様子が伝わってきました。計算の間違いを直して青で確認しているノート、漢字練習したら短文づ
くりに挑戦しているノート、授業で悩んだこと(課題解決)を復習しているノートなどが見られたか
らです。
家庭学習は、できること・分かることを確実にするために行います。「継続は力なり」なのです

が「継続は難しい」のです。だから、家庭学習をすることで身に付くことは学習内容はもちろんで
すが、自分をよくするための努力する力だと私は思います。言い換えると、スポ少や遊びと両立し
て家庭学習の時間を見いだす力、自分の力を鍛えるための内容を選ぶ力、見直しをして正しいこと
に修正する力など鍛えれられる力が様々にあります。小学校６年間の家庭学習を通して身に付けた
自分をよりよくするための努力する力が、中学生、高校生、･･･社会人での取組の基盤になると期
待するのです。いかがでしょう。


